
氏名 足　立　広　明

学部担当科目

・歴史学通論（後期）
・西洋史概論（後期）
・西洋史特殊講義（後期）
・西洋史講読（通年）昨年は後期を分担
・西洋史演習（通年）　　　同上
・史学研究法（共同担当）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

就職委員、史学会庶務・会計、奈良史学編集、空手部顧問

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・西洋史学特殊講義
・
・
・

授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史学
研究会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

FD委員

文化史学会評議員

同志社大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

文学修士

地中海古代末期史

最終学歴

　【研究上の特記事項】 これまでとまったく異なった研究視覚で新しい論文を書くことができた（下記参照）。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・西洋史概論
・
・
・



　共

　単

④

②

⑤

①イサウリア人の「ローマ
化」について

③

④

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①イサウリア人とビザンツ～
帝国内「蛮族」の「ローマ
化」と社会参加

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

関西ビザンツ史研究会協同研究の成
果である『ビザンツ―交流と共生の
千年帝国』の第一章として執筆。
2012年2月最終原稿提出。現在初校

③

（学会発表）

①

②

②

③

小アジア南東部タウロス山脈沿いに
住む山岳民族イサウリア人とローマ
帝国の関係について述べた。強い
「ローマ化」の圧力を受けつつも、
彼らがどのように独自性を保ちつ
つ、初期ビザンツ社会に参加して
いったかを分析。

2012年9月予定

日本ビザンツ学会2012年3月29日

昭和堂


